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東 Elj ア シ/ア 研 究 第 3巻 第 2;3･
査の目的はタイ,マレーシアの両国において物理探鉱の調査を実施する場合,如何なる探鉱方
法と探査方式が適当であるかを決定することであった｡
一般に,物理探鉱の調査は相当な経費を必要とするので,物理探鉱の調査を実施 す る以 前
に,予備調査によって










































方 法 【 物 理 現 象 l 適 応 分 野
地 震 探 鉱 法
重 力 探 鉱 法
電 気 探 鉱 法
磁 気 探 鉱 法
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は用いられないが,少なくとも多少の磁鉄鉱は存在 しているようで磁性はあるもの と思 わ れ














































BanHong の蛍石鉱床の表土層は風化が著し 写真10 鉱脈の採脈現場での発破用の穴掘り｡
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とくに(3)と(4)は筆者が 1年間 Teheran大学に招碑されていた時にも痛感 した問題であっ
た｡
この調査に対 して御配慮を頂いたバンコック連絡事務所本同教授,タイ鉱山局およびマレー
シア地質調査所の各位ならびに現地の方々および東大小林名誉教授に謝意を表する次 第 で あ
る｡







4) BulletinofStatisticsrelatinglotheMining Industry｡fMalaysia 1963,1964.Depar-
tmentofMines,Malaysia,196.3,1964.
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